
１．企業のＢＣＰ策定状況

■ＢＣＰ策定状況

東京商工会議所「会員企業の防災対策に関するアンケート」（2021年5月）

 ２０２１年３～４月に実施した調査によるとＢＣＰ（事業継続計画）を策定して
いる企業の割合は３１．８％となった。

 規模が小さくなるほど策定している企業の割合は低い。
 策定済み企業の９９%が地震を想定したＢＣＰを策定。感染症を想定したＢＣＰを
策定している企業は約半数となった。
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２．中小企業のテレワークの実施状況

■テレワーク実施率（規模別）

東京商工会議所「中小企業のテレワーク実施状況に関する調査」（2021年12月）

 ２０２１年１１月に実施した調査によると、テレワークを「現在実施している」
と回答した割合は全体で３１.２％となった。

 規模が小さくなるほど実施している企業の割合は低い。
 テレワーク実施の効果は「働き方改革の進展」が最も多く４５％（前回調査同年
８月比＋９.６ポイント）、次いで「業務プロセスの見直し」３４.９％となった。

■テレワークの実施効果
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＜参考＞東京商工会議所の取組

 「職場で始める！感染症対応力向上プロジェクト」の推進
─ 感染症理解のための従業員研修のe－ラーニング教材を
無償提供

─ 感染症BCP策定ツールの無償提供、中小企業診断士に
よるサポート

 「職場で新型コロナウイルスの感染が疑われたら読むガイ
ド」の作成・改訂（2022年１月第10版を公表）

感染症対策の推進

 はじめてIT活用特設サイトにて「テレワークの
導入･定着･活用」に向けた普及･啓発活動を展開
―テレワーク実施の好事例の発信
―テレワーク導入のポイント、テレワーク実施
に関わる補助金などの支援策の紹介等

 テレワークの実施状況に関する実態調査の実施
 テレワーク推進支援機関・団体との連携

テレワークの活用の推進


